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がん患者のエピソードを活かした AIピアサポーターを開発 

～患者仲間の立場から、有用な体験談を抽出・呈示～ 

 

 

【概要】 

 奈良先端科学技術大学院大学（学長：塩﨑一裕）先端科学技術研究科情報科学領域ソーシャル・コ

ンピューティング研究室の荒牧英治教授らの研究グループは、がん患者の QOL（生活の質）の向上の

ための活動を行っているキャンサー・ソリューションズ株式会社（代表取締役社長：桜井なおみ）と

共同研究を行い、がんにまつわる様々な体験を集め、共有し、互いに支え合うことを目的としたオン

ラインプラットフォーム「エピソードバンク」において、新たに AI チャットボット機能を取り入れ

た AIピアサポーター「CocoPi（ココッピ）」を開発・実装しました。 

 

「エピソードバンク」は、がん患者や家族が自身の体験を自由に投稿・閲覧できるソーシャル・プ

ラットフォームであり、互いの経験を共有することで孤独感を軽減し、共感と支え合いを促すことを

目的としています。ブログと掲示板の中間的な性質を持ち、利用者同士の直接的なコミュニケーショ

ン機能を最小限に抑えることで、SNS 特有の心理的負担を軽減しつつ、蓄積された多様な体験談を通

じて「自分と似た誰かの存在」を親身に感じられる設計となっています。 

 

今回新たに導入した AIチャットボット CocoPiは、エピソードバンクに投稿された体験談データを

もとに AI が自然言語処理（NLP）技術（注 1）を用いて学習し、ユーザーからの質問に対して実際の

患者や家族の声に基づく回答や示唆を AIピアサポーターとして提供します。 

たとえば、「治療中の副作用にどう対処したか」「仕事と治療をどう両立したか」といった質問に対

し、AI が関連するエピソードを参照しながら、利用者の関心や悩みに寄り添った回答を生成します。

単なる情報提供ではなく、「誰かが同じ経験をしてきた」という実感をもたらす共感的対話を目指し

ています。 

 

このシステムは、AIが体験談を自動的に分類・要約し、質問の意図に応じて最も関連性の高いエピ
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ソードを提示する仕組みを備えています。これにより、膨大なエピソードの中から利用者が自分に近

い状況の体験を効率的に見つけることが可能となりました。 

 

このような AI を活用したピアサポートの試みは、患者の体験知を社会的資源として活かす新しい

形の情報共有であり、大学と患者支援団体が協働して運営する全国的にも先駆的な取り組みです。研

究グループでは、今後も AI チャットボットを通じて蓄積された対話ログ（記録、履歴）や利用者の

反応を分析し、がん患者の支援ニーズの抽出や心理的効果の評価、さらなる自然言語処理技術の改良

に取り組んでいきます。 

 

【背景と目的】 

日本では、がんは 2人に 1人が経験する疾患といわれています。しかし、診断を受けた直後、多く

の患者が「なぜ自分が」「これからどうなるのか」といった強い孤独感や不安を抱え、相談できる相手

が限られる状況に置かれることも少なくありません。 

このような中、近年では、医療現場で「ピアサポート（患者同士の支え合い）」の重要性が再認識さ

れています。ところが、実際に安心して語り合えるオンラインの場はまだ十分に整っていません。そ

こで、AIが気軽に、しかし、実際の患者さんのエピソードをベースに疑問に答えるサービスを開始し

ました。 

 

【研究の内容】 

従来のエピソード提示は、単純なキーワード検索による一覧表示にとどまり、利用者の質問意図に

即した情報抽出が困難でした。 

本研究では、自然言語処理技術を用いて質問内容を自動解析し、関連するエピソードを意味的に整

理・要約して提示する AIチャットボット「CocoPi」を開発しました。 

この「CocoPi」は、質問文の主題を考慮して複数のエピソードを選定し、それぞれの要約とともに

提示することで、利用者がどのように体験談を参考にできるかを直感的に理解できる仕組みを実現し

ています。 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図：CocoPi （ https://abc.episodebank.com/static/website/index.html）のホームページ 

 



 

 

【今後の展開】 

今後は、がん種や治療法ごとのエピソード整理、心理的支援への応用、さらには医療機関との連携

も視野に入れています。 

我々は、AIを通じて、患者さんの経験を活かす社会の実現を目指しています。 

 

【用語解説】 

注 1 自然言語処理技術（NLP）：人間が日常生活で用いる言語（自然言語）を、コンピュータに処理さ

せるための技術です。 

 

【お問い合わせ先】 

＜研究に関すること＞ 

奈良先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究科  

情報科学領域 ソーシャル・コンピューティング研究室 教授 荒牧英治 

TEL：0743-72-5250 E-mail：socialcomputing-office@is.naist.jp 

研究室紹介ホームページ：https://isw3.naist.jp/Research/mi-sociocom-ja.html 

 

キャンサー・ソリューションズ株式会社 

代表取締役社長 桜井なおみ 

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 2-9大新ビル 4F-401号 

E-mail：abc@cansol.jp ※在宅ワーク推進のためメールのみ対応となります。 

 

＜報道に関すること＞ 

奈良先端科学技術大学院大学 企画総務課 渉外企画係 

TEL：0743-72-5063/5112 FAX：0743-72-5011 E-mail：s-kikaku@ad.naist.jp 

 

キャンサー・ソリューションズ株式会社 イベントプランニング 

FAX:03-5577-6448  E-mail：info@cansol.jp ※在宅ワーク推進のためメールのみ対応となります。 

 

 


